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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
３
月
31
日
（
金
）
、

西
宮
医
療
会
館
に
て
、
「
話
せ
る
英
語
で
診

療M
e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

＃
57

R
o
l
e

P
l
a
y
i
n

g

シ
リ
ー
ズ
㉒
「A

c
u
t
e

A
b
d
o
m
e
n
＝

急
性
腹

症＝

」
を
開
催
。
医
師
・
薬
剤
師
・
医
療
通

訳
ら
８
人
が
参
加
し
た
。

西
宮
市
在
住
で
医
療
通
訳
を
さ
れ
て
い
る

佐
野
弓
樹
子
さ
ん
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

な
ぜ
か
こ
の
講
座
が
始
ま
る
前
か
ら
緊
張

し
て
い
ま
し
て
、
行
く
道
す
が
ら
理
由
を
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
来
久
々
に

対
面
で
語
学
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

久
々
に
対
面
で
語
学
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
た

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
訳

の
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
て
も
、
楽
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
先
生
方
は
芸
能
人
み
た
い
で
遠

い
存
在
で
し
た
。

C
o
n
r
o
y

先
生
に
は
別
の
講
座
で
１
年
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
挨
拶
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
お
声
を
か
け
た
ら
よ

い
も
の
か
、
戸
惑
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、

そ
の
講
座
はz

o
o
m

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
カ

メ
ラ
オ
ン
に
し
て
顔
を
出
し
て
参
加
し
た
こ

と
が
今
ま
で
一
度
も
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
っ
て
自
己
紹
介
を
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
は
心
よ
く
受
け

答
え
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

半
田
先
生
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
図
を
描

き
、
英
語
で
説
明
を
さ
れ
て
い
て
、
わ
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
マ
ス
ク
で
お
声

が
届
き
に
く
く
、
十
分
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
す
。

私
は
専
門
用
語
の
発
音
に
課
題
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
時
間
が
あ
り
ま
し

た
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
受
講
生
の
発
音

を
確
認
し
、
よ
り
よ
く
直
し
て
い
た
だ
け
る

芦西
屋宮

英
語
で
診
療M

e
d
ic
a
l
E
ng

lis
h

（
感
想
文
）

と
助
か
り
ま
す
。

個
人
的
な
意
見
と
し
ま
し
て
、
英
語
以
外

の
言
語
で
も
開
催
可
能
か
、
ご
検
討
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
将
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

医
療
通
訳
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
医
療
英
語

を
学
ん
で
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
講
座
で

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
西
宮
市
・
佐
野
弓
樹
子
】 今回も参加者によるロールプレイが行われた

健康と医療について語り合う会

白内障の最新の情報を共有

３月24日（金）、西宮市総合福祉センターにて、西宮手話サークル友の会（昼の

部）主催で「白内障について」をテーマに健康と医療について語り合う会が開か

れた。協会が西宮市・かなやま眼科クリニックの金山慎太郎先生を講師として紹

介し、市民28名が参加した。

以下、主催された西宮手話サークル友の会（昼の部）の永吉隆さんの感想を掲

載する。

かなやま眼科クリニック院長の金山慎太郎先生にご講演をして頂きました。当

日の参加はろう者10名、健聴者18名の合計28名。手話通訳者3名が交代しながら、

先生のお話をろう者に通訳してお伝えして、最後に質疑応答の時間を設けました。

お話の内容は「白内障について」で、その症状・原因・治療等についてお話頂

きました。

当初は白内障に限らず、ドライアイ・緑内障・黄斑変性症などについてもお話

頂ければと思っていましたが、 時間の制約もあり、白内障に絞ってお話をして頂

きました。かえって、お話が広がることなく、白内障について詳しくお話をお聞

き出来て良かったと思います。

加齢で濁った水晶体を超音波で砕いて吸出し、眼内レンズをいれる手術につい

ては手術前の検査、眼内レンズの種類・選定、手術前・手術後に注意することだ

けでなく手術の料金・保険の適用についてまで詳しくお話頂きました。又、実際

の手術の動画も見せて頂き、参加された皆さんにはとても貴重で、大変参考にな

られたと思います。

殆ど聞こえないろう者の皆さま方は専門家の先生のお話を直接お聞きする機会

は殆どありませんので、今回のご講演はとても意義があり良かったと思います。

終了後に「白内障の詳しい話を聞けてとても良かった」「手術の不安が減りま

した!」等々のろう者の声

をお聞きしました。

最後に兵庫県保険協会様

にはご多忙の中、ご協力を

頂きまして本当に有難うざ

いました。深く感謝申し上

げます。

【西宮手話サークル友の会

（昼の部） 永吉隆】

講師はおなじみの

Conroy先生

白内障について解説する金山先生（右手奥）
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
４
月
28
日
（
金
）
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
診
療

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
な
ど

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
６
・
17
）

「
薬
剤
疫
学
と
薬
物
療
法
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

福
島
雅
典
京
都
大
学
名
誉
教
授

②
第
43
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
３
・
24
）

②
英
語
で
診
療M

ed
ic
a
l
En
gl

i
sh

＃
57
（
３
・
31
）

【
Ⅳ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
１
０
１
回
評
議
員
会
（
５
・
21
）

②
第
55
回
総
会
（
６
・
18
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
５
月
26
日
（
金
）に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

貴
重
な
動
植
物
を
観
察

西
宮
市
・
法
西
医
院

法
西
浩
先
生
が
ガ
イ
ド

協
会
文
化
部
・
環
境
公
害
部
は
４
月
２

日
（
日
）
、
西
宮
市
の
武
庫
川
廃
線
跡
を

歩
く
「
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
・
武
庫

川
渓
谷
を
歩
く
」
を
開
催
。
支
部
世
話
人

で
も
あ
る
西
宮
市
・
法
西
医
院
の
法
西
浩

先
生
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
医
師
・
歯
科
医

師
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
な
ど
38
人
が
参
加

し
た
。

当
日
は
快
晴
で
、
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ

る
野
生
動
物
を
ま
と
め
た
「
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
動
植

物
を
多
数
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と

く
に
長
尾
山
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
こ
の
時
期

に
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
キ
ク

ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
が
観
測
で
き
た
ほ
か
、

武
田
尾
駅
近
辺
で
は
全
国
的
に
も
珍
し
い

希
少
な
ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ
も
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

参
加
者
は
思
い
思
い
に
自
然
観
察
を
楽

し
み
、
「
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
。
季
節

を
変
え
て
ま
た
来
て
み
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

法西先生（中央）がガイドを行った

トンネル内で眠っていたキクガシラコウモリ

春
の
武
庫
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ


